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華
国
鋒
体
制
は

漸
次
強
化
の
方
向
へ

昨
日
ま
で
脚
光
を
浴
び
て
い
た

れ恥
向
幹部
が、
突
如
舞
台
か
ら
獲

を
消
す
と
い
う
北
京
の
政
治
ド
ラ

マ
が、
ま
た
ま
た．再
演
さ
れ
た。

江
出向
（
党
政
治
局
員、
故毛
主

席
夫
人）、
王
洪
文（
党
副
主
席）、

根
容
橋
（
党
政
治
局
常
務
委
員、

副首
相）、
銚
文
元
（
党
政
治
局

只）
ら、
い
わ
ゆ
る
「
急
進
派」

グ
ル
ー
プ
追
放
邸の
経
過
に
つ
い

て
は、
な
お
不
明の
部
分
が
多

い。し
か
し、
要
す
る
に、
宕
の
四

幹
部
を
含
む
グ
ル
ー
プ
が、
お
そ

ら
く一
O
月
六
日ど
ろ
の
時
点で

「
迷
捕」
ない
し
は
「
軟
禁」
と
い

う
形
で
活
動の
自
由を
奪
わ
れ、

つ
い
で一
O
月八
日
に
聞
か
れ
た

と
み
ら
れ
る
党
政
治
局
会
で、
載中

国
鈴
（
党
第一
一副
主
席、
首
相）

が、
故毛
主
席
を
継ぐ
党
主
席に

選
ば
れ
た
と
い
うと
と
だ。

獄中
第一
副
主
席の
昇
格の
ウワ

サ
は一
O
月
九日
ど
ろ
か
ら
流
さ

れ
た
が、
一
二
円
に
なっ
て
中
圏

外
交
部
の
ス
ポ
ー
ク
ス
マ
ン
が、

｜｜
浮き
上がっ
てい
た
急進
派

と
れ
を
公
式に
腿め
た。
同
時に

中
国
圏
内
で
も、
と
のニ
ュ
ー
ス

が、
各
機
関、
組
織を
通
じ
て
下

部に
伝
達さ
れ
て
い
る
と
い
う。

グ丹頂づるd
だっ
た
急進派

中
国
指
母
都
内の
「
急
進
派」

あ
る
い
は
「
文
革
派」
と、
「
穏

健
派」
ない
し
は
「
山中山
務
派」
の

抗
争
が、
ポ
ス
ト
毛
の
段
階で
い

つ
か
は
火
を
噴く
と
み
ら
れ
て
い

た
が、
そ
の
時
期
は
予
想
以
上
に

早
かっ
た。

ま
た
そ
の
際、
結
局
の
と
と
ろ

尖
務
派・
寧の
迎
合
努
力
が、
急

進
派
を
封
じ
込
め
る
と
予
想さ
れ

た
が、
た
だ
そ
の
抗
争
が
ど
の
よ

う
念
形に
な
る
か
が
注
目
さ
れ

た。と
い
う
の
は、
急
進
派
が、
①

長
く
宣
伝
犠
闘を
怒っ
て
盛
ん
に

．
思
想
キ
ャ
ンペ
ー
ン
を
行
念っ
て

き
た
と
と、
②
実
力
集
団と
し
て

の
民
兵を
育て
て
き
た
と
と、
③

軍に
も
急
進
派を
相
当
数
送
り
込

ん
で、
影
響
力の
増
大
を
図っ
て

き
た
と
と
など
か
ら、
相
当の
抵

抗
を
示
すの
で
は
ない
か
と
の
見

方
も
あっ
た
か
ら
だ。

し
か
し、
実
際
に
は、
急
進派

は
も
ろ
く
も
放
れ
た。
そ
の
理
由

は、
第一
に、
思
想
キャ
ン
ペ
ー

ン
が、
大
衆に
浸
透し
て
い
な
か

っ
た。
む
し
ろ
そっ
ぽ
を
向
か
れ

て
い
た。
第二
に、
都
市
民
兵

も、
地
区
別
に
組
織
さ
れ
て
い
て

全
国
組
織
を
持
た
な
かっ
た
と
い

う
弱
点
が
あっ
た
し、
そ
れ
に
何

よ
り
も、
毛
主
席
と
い
う
大
き
な

支
え
を
失っ
た
急
進
派
に
は、
も

は
や
民
兵
を
務い
立
た
せ
る
力も

絡
威
も
な
かっ
た。

第
三
に、
急
進
派
は、
中
央
な

ら
び
に
地
方
軍
区
の
軍
政
治
委
口

に
向
調
者
を
送
り
込
ん
で
い
た

が、
し
か
し
結
局
彼
ら
が
寧を
動

か
すと
と
は
で
き
‘な
かっ
た。
寧

の
実
力
者
は、
長い
間
「
独
立王

国」
と
い
わ
れ
る
地
方
軍
区
を
支

配
し
て
き
た
司
令
官
た
ち
で
あ

り、
し
か
も
と
の
泣
首
脳の
多く

に
とっ
て
文
革
派
は
恨
み
骨
髄
で

ゑVつ
も凡。

要
す
る
に、
急
進
派
は、
「
丹

頂
づ
る
の
赤
冠」
（
東
京
外
語
大

中l
側
側
端
瑚拡密）
の
よ
う
な
も

の
で、
中
国
の
社
会・
民
衆か
ら

浮
き
上
がっ
た
存
在
に
す
ぎ
念
か

っ
也凡。H

走
資
派
批
判H
の
中
で
現
場

の
災
務
官
僚
が
萎
縮
し
て
い
る
と

と
は、
中
聞
か
ら
の
帰
国
者
た
ち

も
目の
あ
た
り
に
見て
い
る
と
と

ろ
で
あ
り、
そ
の
た
め
に
た
と
え

ば
わ
が
国に
関
係
し
た
と
と
ろ
で

は、
製
鉄プ
ラ
y
ト
の
建
設
も
遅

れ
て
い
る
よ
う
で
あ
る。

今年は
第五
次
五
ヵ
年計
画の

初
年
度
だ
と
い
うの
に、
相
変わ

ら
ず
そ
の
ワ
ク．
組
み
す
ら
明
ら
か

に
さ
れ
ず、
ま
た
右
の
よ
う
に
経

済
建
設は
停
滞
し
て
い
る。

と
うし
た
中
で
急
進
派
は、
依

然と
し
て
永久
革
命
を
説
き、

「
階
級
闘
争と
そ
か
な
め」
だ
と

紋
吹
し
て
き
た。
し
か
し、
突
は

中
国
の
大
衆の
大
多
数は、
昨
和十

一
月、
故
周
思
来
首
相
が
第四
期

全
国
人
民
代
表
大
会
で
打
ち
出
し

た
よ
う
念
諮
突
な
経
済
述
波
路
線

を
熱
望
し
て
い
た。

ま
た、
エ
旧制
労
働
者の
問
に
は

文
革
派
の
禁欲
的
で
かつ
平
等
主一

義
的
な
賃金
政
策
に
つ
い
て
の
不

＝口＝ロ==iiic:=si＝口＝口Z口＝ロ＝a＝口＝i·＝：・＝口宮口＝口＝日間口＝a＝口＝口＝口＝口＝口富a＝口＝口＝口＝口sスポ ッ ト ・

…
個人消費の
回復は

いましばらくの辛抱か…

個
人
消
費
の
停
滞が
続
く
な
か

で、
三
菱
銀
行
は一
O
月
九
日、

個
人
消
貨の
先
行
き
に
つ
い
て、

「
所
得、
消
費マ
イン
ド
い
ず
れ

の
聞
か
ら
み
て
も、
個
人
消
費
が

当
面
回
復
に
転
ず
る
可
能
性
は
小

さい」
と
の
調
査
報
告を
発
表
し

た。所
得の
函
で
は、
企
業
収
益が

回復
し
て
き
た
と
はい
え、
ピ
ー

ク
時の
六
割
足
ら
ずに
と
ど
まっ

て
お
り、
利
益
率
は
半
分以
下
で

あ
る。
ま
た、
公
共
料
金の
値
上

げ、
減
税の
見
送
り、
社
会
保
険

料の
引
き
上
げ
など
に
よっ
て、

冬の
ボ
ー
ナ
ス
が
前
年比一
o
t

一
五
Mm
伸
び
た
と
し
て
も、
可
処

分
所
得
は
実
質ゼ
ロ
成
長
と
み
ら

れ
る。
ま
た、
消
総司
イシ
ド
の

函で
も
れ胤近の
消
質
性
向
の
伸
び

が、
公
共
料
金
値上
げ
に
よ
る
必

需
的
支
出
の
竣を
出て
い
ない
た

め
大
き
な
期
待
は
も
て
念い。

と
の
た
め、
同
行
で
は
個
人
消

伐の
回
復
は
当
面
む
ず
か
し
〈、

経
済が
自
体
回
復
の
軌
道に
来
る

ま
で、「い
ま
し
ば
ら
く
の
辛
抱」

が
必
要と
み
て
い
る。
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渦
も
非
常に
高
まっ
て
い
た。

と
うし
た
大
衆の
欲
求
や
不
満

が、
昨
年の
抗
州
のい
くつ
か
の

工
場ス
ト
や
今
年
凶
月の
天
安
門

事
件と
なっ
て
突
出
し
た
わ
け

で、
ζ
の
よ
う
な
励
き
が、
最
近

の
中
国
社
会の
E
要
な
潮
流と
な

っ
てい
た。

と
の
潮
流
を
あ
く
ま
で
も
抑
し

と
ど
め
よ
うと
し
た
急
進
派
が
逆

に
は
じ
き
出
さ
れ
て
し
まっ
た、

とい
うと
と
だ
ろ
う。

ありえない「第二
文革」

ア
メ
リ
カ
のニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク・

タ
イ
ム
ズ
紙は、
「
第二
文
背中」

の
可
能
性
あ
りと
報
じ
てい
る。

し
か
し、
そ
も
そ
も
文
革は、

毛
主
席
健
全に
し
て
は
じ
め
て
な

し
え
た
もの
で
あ
り、
し
か
も
彼

自
身
時に
は
ま
さ
に
沌
氷
を
踏
ん

で
と
れ
を
符
なっ
た。
さ
ら
に
収

拾
に
際
し
で
は、
寧
の
手
を
か
り

な
け
れ
ば
な
ら
な
かっ
た
の
で
あ

ヲ匂。い
ま
や
毛
主
席
は
亡
く、
お
も

だっ
た
文
革
派
メ
ン
バ
ー
は一
網

打
尽
に
さ
れ、
民
衆
や
軍に
も
文

革
帥吋の
大
混
乱
忌
避
の
気
持
ち
が

強い。
「
第二
文
革」
は
と
う
て

s
a

い
不
可
能
だ
ろ

都S企
）
う

ほuh、
圃圃包弓ン

E
－
r
け

そう
はい
つ

智，
b
気
印
ても、
余
震
は

瀦
重
村
あ
る
だ
ろ
う。

司ョ胡
丸

特に
文
革
派
の

山／一
九一一
拠
点
で
あっ
た

，
一
銑

上
海
ゃ、
あ
る

誤診
明

い
は
天体
な
ど

・・いいい
念
が
平
総
な
ま
ま

ー一 一内戦
で
収
ま
る
も
の

同唱
低
だ
ろ
う
か。

ム…一m
現に、
唯一同

を嶋
崎
船
鈴
主
席
日升
裕
也

2
の
仰の
段
際
で、

月そ9（
ど
の
よ
う
な
背

討
を
持つ
も
の

か
は
明ら
か
で
は
ない
が、
四
川

省や
福
山同
省で
の
か
な
り
大
規
模

な
混
乱が
伝
え
ら
れ
てい
る
（ニ

ュ
ー
ズ
ウィ
ー
ク
誌一
O
月一
八

日
号）。

し
か
も
そ
の
前
か
ら、
毛
主
席

とい
う
H
重
しH
が
政
治
舞
台の

前
凶
か
ら
退
く
過
程
で、
中
国
内

に
親
作
や
士
気の
弛
緩が
か
な
り

広
範に
み
ら
れ
た。
急
進
派
勢
力

以
外
の
も
の
に
よ
る
混
乱も
あ
り

え
よ
う。

格
主
席
は、
「
毛
沢
東
思
想」

の
旗
の
下に、
「
党の
団
結と
統

一
を
守
り、
組
織
性
と
規
律
性
を

強め」、
党
内の
「
宿
と
『
左』
の

日
和
見
主
義
路
線と
闘
う」
（一

O月一
O日の「人民日報」・

「
紅
旗」
・
「
解
放
軍
報」
共
同

社
説）
ζ
と
に
よっ
て
と
の
事
態

を
切
り
抜
け
よ
うと
し
てい
る。

と
れ
は
容
易
な
仕
窃
で
は
ない

だ
ろ
う。
し
か
し、
「〆－フ
y
ス

・
オ
プ・
パ
ワ
ー
の
上
に
立っ
て

天
安
門
事
件
や
河
北
地
径
の
難
局

を
無
燥
に
と
な
し、
今日
に
至っ

た
乎
腕」
（
中
央
大
山
山栄
吉
講

師）
など
か
ら
も
判
断し
て、
軍

の
支
持
の
も
と
に
な
ん
と
か
指
母

体
制
を
強め
る
と
と
に
成
功
す
る

の
で
は
ない
だ
ろ
う
か。

た
だ
そ
の
た
め
に
は、
「
党
巡

mgの
正
常
化と、
経
済ビ
ジ
ョ
ン

を
打ち
出
す
ζ
と
が
ぜ
ひ
必
要」

（
富
山
氏）
だ
ろ
う。
そ
の
経
済

路
線
は、
つ
ま
る
と
と
ろ
周
恩
来

路
線
で
あ
り、
ま
た
賃
金
問
題
念

ど
で
は
鄭
小
平
前
刷
首
相
が
考
え

てい
た
手
直
し
が
必
要に
な
る
と

恩わ
れ
る。

一
方、
対
外
関
係
で
は、
や
は

り
新
体
制
下
で
ご
年ぐ
らい
の

タ
イ
ム・
スパ
ン
で
考
え
れ
ば
中

ソ
関
係
は
か
な
り
改
善
に
向
か

う」
（
山中
郎
氏）
と
み
る
向
き
が

多い。
も
ち
ろ
ん、
かつ
て
の
中

ソ
同
鼠
に
mm
る
と
は
考
え
ら
れ

ず、
「ソ
述
主
敵」
を
改
め
て、
対

ソ・
対
米
等
距
離
に
近い
形に
も弘

る
とい
うと
と
だ
ろ
う。
逆
に
ア

メ
Pカ
と
し
て
は、
次
期
大
統
領

が
だ
れ
に
決
ま
ろ
うと
対
中
正
常

化の
動
き
が
強
ま
り
そ
う
だ。

日
中
の
政
治
関
係
につ
い
て
は

当
聞
大
き
な
変
化
は
ない
と
み
て

よい
だ
ろ
う。
ま
た、
実
務
派
的

な
現
尖
路
線に
のっ
と
っ
て
経
済

建
設
が
促
進
さ
れ
れ
ば、
日
・中貿

易に
は
プ
ラ
ス
で
あ
る。

た
だ、
首
脳
部
の
異
動に
伴っ

て、
実
務
担
当
者の
交
答
も
考
え

ら
れ
る
の
で、
実
際
に
は
今
年い

っ
ぱい
ぐ
らい
事
務
処
理
面
で
混

乱
が
刊紙
く
だ
ろ
う。

•s POT，＝口＝＝・＝＝＝＝口＝＝＝＝口＝口＝ロ＝口＝口＝i：＝口＝口語口＝口＝ロ＝口＝＂＝口＝口Z口＝＂＝口＝ロ＝＂＝口＝口＝：：：

…
当世結婚総費用

しめてニ八六万円也…

秋
の
結
婚シ
l
ズ
γ
を
前
に、

三
和
銀
行
が
「
挙
式
前
後の
出
納

簿」
と
題
す
る
調査
結
果
を
発
表

し
た。
と
れ
は
アン
ケ
ー
ト
に
よ

る
調
査
で、
回
答の
あっ
た
五
二

三
組
（
回
答
申中三
九・
四
必）
に

つ
い
て
まと
め
た
も
の。

ζ
れ
に
よ
る
と、
中
堅
企
業の

サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
平
均
的
念
結
燃

費
用
総
額
は
約二
八
六
万
悶と
な

る。
と
の
班
援の
結
師府
政
用
以
外

に、
住
宅
な
ど
他の
経
奴
も
加
わ

る。
結
局、
当
人
同
士
で
すべ
て

ま
か
ない
き
れ
ず
双
刀の
同
相掛か

ら
計一
二
四
万
同
出
し
て
も
らっ

てい
る
の
が
現
状
だ。

氏
周の
内
訳を
み
る
と、
披
AY尚

一公、
生
活
必
需
品の
ほ
か
に、
新

掛川
旅
行の
占め
る
ワェ
イ
ト
も
大

き
く
なっ
てい
る。
し
か
も
時勢

を
反
映し
て
四
組の
う
ち一
組
は

潟
外
旅
行とい
う
豪
華
さ
で
不
況

知
ら
ず
だ。
ま
た
婚
約
記
念
品、

新
婚
旅
行
は
夫
側、
家
具
な
ど
生

活
必
持
品
は
妥
側と、
山氏
周
が一

応
分
担
さ
れ
てい
る
も
の
の、
最

終
的
に
は
半h
の
負
担
と
なっ
て

い
る。
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